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令和２年 第４回高鍋町農業委員会 総会議事録 

 

１．開催日時  令和２年 ４月２７日（月）午後２時から 

２．開催場所  高鍋町役場 第１会議室 

３．出席委員  農業委員        ６名 

        農地利用最適化推進委員 ７名 

農業委員 

   １番 大福 裕子   ２番 幸妻 正浩   ３番 森 淸一 

   ５番 宇治橋 俊美  ７番 松崎 久範   会長 坂本 弘志 

農地利用最適化推進委員 

   １番 松井 正一郎  ２番 永友 祥一   ３番 山口 裕三 

   ５番 永友 定己   ６番 木浦 由子     ７番 宮越 美秋 

８番 橋口 卓史 

 

４．欠席委員 農業委員１名 

６番 二宮 國光 

 

５．議事日程 

第１  議事録署名委員及び会議書記の指名 

第２  会期の決定（別記のとおり） 

第３  諸報告 

第４  議案第１８号 農地移動適正化あっせん事業について 

第５  議案第１９号 農地法第３条の規定による許可申請について 

第６  議案第２０号 農地法第４条第１項の規定による許可申請書承認に

ついて 

第７   議案第２１号 農地法第５条第１項の規定による許可申請書承認に

ついて 

第８  議案第２２号 非農地証明交付申請の承認について 

第９  議案第２３号 農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積計画

の決定について 

 

６．事務局職員  事務局長  飯干 雄司   事務局長補佐 小澤 宏之 

         係  長  兵藤 衣重   主  査   佐野 由美 

 

（開会１３時５８分） 
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［事務局］ 

それでは、ちょっと早いですけど、ただいまから、令和２年第４回高鍋町農

業委員会総会を開会いたします。それでは、会の進行を坂本会長、よろしくお

願いいたします。 

 

［議長］ 

それでは始めます。本日は、農業委員６名が出席です。        

  農業委員会等に関する法律第２７条第３項の規定により、総会は成立して

おります。 

 なお、欠席の二宮國光委員からは、欠席届が提出されております。 

農地利用最適化推進委員は、７名全員が出席です。  

 

これより議事に入ります。日程番号１、議事録署名委員及び会議書記の指名

を行います。高鍋町農業委員会会議規則第１２条第１項の規定による議事録署

名委員につきましては、議長指名とさせていただきます。            

本日の議事録署名委員には、７番松崎久範委員、１番大福裕子委員を指名い

たします。なお、本日の会議書記には、事務局職員の小澤宏之局長補佐を指名

いたします。            

 日程番号２、会期の決定につきましては、別記のとおり本日４月２７日の１

日間といたします。          

日程番号３、諸報告を事務局に求めます。    

 

[事務局] 

 はい。事務局です。４月の業務報告及び５月の業務計画について御説明いた

します。資料の２ページをお開きください。主なもののみ御説明いたします。

まず初めに、４月の業務報告についてでございます。 

 １日には辞令交付式があり、会長と事務局職員が出席しております。                   

 昨年度お世話になりました松元主査が税務課に異動し、先ほどごあいさつい

たしました小澤宏之局長補佐が農業委員会へ参っております。              

 ７日には農業者年金受給者協議会の監査及び役員会が開催されております。                   

 １５日に予定されておりました常設審議委員会は、書面審議となっておりま

す。               
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 今月の総会関係でございますが、２２日に現地調査、本日２７日が総会とな

っております。                              

 続きまして、５月の業務計画でございます。会議が予定されておりますが、

新型コロナウイルス感染症対策のため、中止、延期、又は書面審議となる可能

性がございます。           

 第５回総会関係でございますが、現地調査を２１日に行ない、総会は、感染

症予防対策をしたうえで２８日に行うこととしておりますので、よろしくお願

いします。 

 業務報告及び業務計画は、以上でございます。 

 

 ３ページをお開きください。 

 県進達経過報告を申しあげます。 

 ４条２件、５条１件、いずれも問題なく、４月７日付で許可となっておりま

す。 

 ４ページをお開きください。 

 農地法第３条の３の規定による届出書については、御覧のとおりです。 

 １番につきましては、本日の議案第２０号に関連しております。御確認くだ

さい。 

 続きまして、５ページです。 

 農地法第１８条第６項の規定による通知については、御覧の２件です。 

 いずれも本日の議案第２３号に関連しております。御確認をよろしくお願い

します。以上です。 

 

[議長] 

ただいまの報告並びに２ページから５ページについて、御意見、御質問はご

ざいませんか。 

それでは、質問等がないようですので、以上で諸報告を終わります。 

日程番号４、議案第１８号「農地移動適正化あっせん事業について」を議題

とします。 

農地移動適正化あっせん事業実施要領９のアの規定による申し出について、

事務局より議案の説明をお願いします。 
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[事務局] 

はい。 

１番 令和２年４月６日 売渡しの申出です。 

申し出者   ○○○○ 

農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番  畑 ２，１１６㎡ 

 

 ２番 令和２年４月８日 貸渡しの申出です。 

申し出者   ○○○○  

農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番＊  畑 １，２３８㎡ ほか１筆 

  

３番 令和２年４月１０日 売渡しの申出です。 

申し出者   ○○○○ 

農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番  田 １，１１９㎡ ほか６筆 

   

 以上、この申出につきまして、あっせん委員の指名をお願いいたします。 

 

[議長] 

ただいま説明が終わりましたが、御意見、御質問はございませんか。 

 

それでは、あっせん委員の指名をいたします。 

１番 売渡し 申出 担当委員 ３番 山口 裕三  推進委員 

          順番委員 ８番 橋口 卓史  推進委員 

２番 貸渡し 申出 担当委員 ６番 木浦 由子  推進委員 

          順番委員 １番 松井 正一郎 推進委員 

３番につきましては、あっせんの申し出のあった、農地の所在が２地区にま

たがっていますので、それぞれの地区の担当委員２人をあっせん委員に指名い

たします。 

３番 売渡し 申出 担当委員 ６番 木浦 由子  推進委員 

          担当委員 ８番 橋口 卓史  推進委員 

 よろしくお願いいたします。 
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日程番号５、議案第１９号「農地法第３条の規定による許可申請について」

を議題とします。 

 １番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

はい、１４ページをお開きください。 

議案第１９号「農地法第３条の規定による許可申請について」です。 

１番 有償移転 農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番  

        地目 田 面積 ８０６㎡ 

        譲受人 ○○○○ 

        譲渡人 ○○○○ 

この件につきまして、宇治橋委員お願いいたします。 

 

[議長] 

５番。 

 

[５番] 

 はい。５番説明いたします。 

 これは、○○○○さんから○○○○さんへの有償移転でございます。 

 申請地は、○○になります。１０号線から入りますと○○がございますが、

踏切を渡ってすぐ、左へ５０ｍくらい行ったところの海べたの道路下になりま

す。 

○○○○さんは、１３から１４年前からこの○○○○さんの畑を借りて、水

稲を作っておられました。 

１６ページの図面を見てもらうと分かるんですが、この赤い印のところが○

○○○さんの田んぼです。上が○○○○さんの田んぼなんです。これが○○○

○さんとの境界の畔はなくなっており、１枚の田んぼとなっておりました。 

 併せて３反５畝くらいになるんじゃないかと思います。 

 この前、現地調査したところ、水稲がもう植わっておりました。 

○○○○さんは、これからもその田んぼを作っていかれるということで、今

は水稲、トマトを、今後も同様に経営をされるということで問題はないと思い
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ます。 

 価格は、８０６㎡で○○○○円です。以上説明終わります。 

 

[議長] 

 はい。推進委員から補足することがありましたらお願いします。 

 推進委員１番。 

 

[１番] 

 はい、特にありません。 

 

[議長]  

はい。事務局から補足することがありましたらお願いします。 

 

[事務局] 

はい、１５ページをお開きください。農地法３条調査書を付けております。 

農地法３条第２項各号に該当していないため、許可要件を満たしていると考

えます。 

譲受人は○○地区において、水稲、トマトを栽培しております。 

今回の申請は、経営規模の拡大であり、申請地において水稲を栽培する予定

であり、本件の権利取得により周辺の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保

に支障は生じないものと考えられます。 

 

[議長] 

ただいま説明が終わりましたが、御意見、御質問はございませんか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。 

 本件原案のとおり承認することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。 

 よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

日程番号６、議案第２０号「農地法第４条第１項の規定による許可申請書承

認について」を議題とします。 

１番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。  
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[事務局] 

 はい。１７ページをお開きください。 

 議案第２０号「農地法第４条第１項の規定による許可申請書承認について」

です。 

 １番 農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 畑 ７５９㎡ 

    申請人 ○○○○ 

 転用目的は、農業用倉庫、農機具置場、農作業場及び回転場です。 

 担当の松崎委員より御説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

はい、７番。 

 

[７番] 

はい、７番、説明します。申請地は、○○線を西に向かうと、○○がありま

す。そこから、西に３００ｍほど行った海側に自宅があります。この自宅の北

側と西側が申請地です。２０ページを開いてもらうと分かるかと思います。 

○○○○さんは、申請地の隣に娘夫婦が一般個人住宅を建てるということで、

そこに置いてあった、農機具とか、農業用倉庫を移動することが必要になり、

ここにパイプハウス車庫を造り、また倉庫を移されるということでした。 

雨水は地下浸透で、現在はパイプハウスを設置して、一部を駐車場として使

用されています。また始末書も添付されています。工事費は○○○○円で自己

資金でやられるそうです。よろしくお願いします。以上です。 

 

[議長] 

はい、事務局から補足することがありましたら、お願いします。 

 

[事務局] 

はい、申請地は、周辺農地の広がりが１０ha以上の区域内にある農地である

ことから第１種農地と判断されますが、転用目的が農業用施設に該当する「農

業用倉庫、農機具置場、農作業場及び回転場」であるため転用許可対象です。 
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[議長] 

ただいま説明が終わりましたが、御意見、御質問はございませんか。 

それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

２番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

はい、２番。農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

         畑  ８１９㎡ 

申請人    ○○○○ 

転用目的は、貸家、駐車場、倉庫、車庫、庭、通路です。 

担当代理の森委員より御説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

はい、３番。 

 

[３番] 

説明いたします。申請の場所については、２５ページを見ていただければ分

かると思います。○○の北西約３００メートルくらいのところにあります。現

況は宅地になっておりますけども、登記は畑のままということです。御両親が

亡くなったため、相続手続きを行おうとしたら、農地であったということが分

かったということです。２７ページを見ていただきますと、１番から５番まで

番号が振ってあります。１番と２番は、現在建物が残っており、１番は母屋、

今後は借家として使う。２番は両親の生前の物置、３番、４番、５番は、それ

ぞれ車庫、倉庫、５番については、月決め駐車場として利用していきたいと考

えておられるようです。 

雨水は、西側の町道側溝に、また土地の周囲にブロックを設置して、土砂流

出を防止しますという確約書、それに始末書が添付されております。なお工事
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は、○○○○円自己資金が充てられるという予定です。審議よろしくお願いし

ます。 

 

[議長] 

事務局から補足することがありましたら、お願いします。 

 

[事務局] 

はい、申請地は、都市計画用途区域、第二種中高層住居専用地域にある農地

であることから第３種農地と判断されます。第３種農地は転用許可対象です。 

 

[議長] 

ただいま説明が終わりましたが、御意見、御質問はございませんか。 

それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

日程番号７、議案第２１号 「農地法第５条第１項の規定による許可申請書

承認について」を議題とします。 

１番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 はい。３１ページをお開きください。 

 議案第２１号「農地法第５条第１項の規定による許可申請書承認について」

です。 

１番  農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番 

     田  ４９５㎡   

  所有権移転です。 

譲渡人    ○○○○ 

譲受人    ○○○○ 

転用目的は、一般個人住宅です。 

担当代理の松崎委員より御説明をお願いいたします。 
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[議長] 

はい、７番。 

 

[７番] 

はい。７番。説明します。申請地は、○○の南側道路のＴ字路を南に入り左

カーブを過ぎたすぐ左側にあります。ここに一般個人住宅を建てられるという

ことで、建物からの排水は公共下水道に、雨水については表面排水桝を設置の

ほか、道路側溝への自然流出による排水となっております。土地の境には、ブ

ロック塀を設置して土砂、雨水の流出を防ぐということです。        

         

土地代は○○○○、造成費は○○○○、建物の工事が○○○○、合計が○○

○○円となっております。 

○○の融資内定書と○○の同意書が提示されておりました。以上です。 

 

[議長] 

はい、事務局から補足することがありましたら、お願いします。 

 

[事務局] 

はい、申請地は都市計画用途区域、第一種住居地域に用途地域が定められた

地区にある農地であることから、第３種農地と判断されます。第３種農地は、

転用許可対象となります。 

 

[議長] 

ただいま説明が終わりましたが、御意見、御質問はございませんか。 

それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

２番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 
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[事務局] 

 ２番  農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

     現況地目   畑 １０１．８８㎡ ほか１筆 

 所有権移転です。 

     譲渡人    ○○○○ 

     譲受人    ○○○○ 

 転用目的は、一般個人住宅です。 

 担当代理の坂本会長より御説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

 ８番。説明いたします。○○○○さんから○○○○さんへの所有権移転です。 

 ４１ページを御覧ください。場所は○○近くの○○の前の道路を挟んだ向か

い側にあります。４２ページ、４３ページを見てもらうと分かると思いますが、

奥の方に雑種地となっておりますが、現在は宅地となっております。 

 申請地周辺は、西側は雑種地、南側、東側は宅地、住宅が建っており、北側

は水路です。申請地周囲には、ブロック塀を設け土砂流出を防ぎ、汚水は合併

浄化槽を経て道路側溝に流し、雨水は雨水集積枡を作って道路側溝に流すとい

うことです。費用は、総額○○○○円です。融資証明もついております。以上

です。 

 

 事務局から補足することがありましたらお願いします。 

 

[事務局] 

 はい。申請地は、都市計画用途区域、第一種低層住居専用地域に用途地域が

定められた地区にある農地であることから、第３種農地と判断されます。第３

種農地は転用許可対象となります。 

 

[議長] 

 ただいま説明が終わりましたが、御意見、御質問はございませんか。 

それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 
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起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

  

 ３番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 ３番  農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

            田  ３４６㎡ 

 所有権移転です。 

     譲渡人    ○○○○ 

     譲受人    ○○○○ 

 転用目的は、一般個人住宅です。 

 担当代理の坂本会長より、御説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

 はい。８番。説明いたします。○○○○さんから○○○○さんへの所有権移

転です。 

 ４６ページを御覧ください。○○の南側に当たります。申請地周辺は、北側

に田、南側と西側には道路、東側は住宅となっており、申請地周囲にはブロッ

ク塀を設け土砂流出を防ぎ、雨水は道路側溝に接続して流し、雑排水は公共下

水道に接続されるとのことです。費用は総額○○○○円です。融資証明が付い

ております。以上です。 

 

 事務局から補足することがありましたらお願いします。 

 

[事務局] 

 はい。申請地は、都市計画用途区域、第二種中高層住居専用地域に用途地域 

が定められた地区にある農地であることから、第３種農地と判断されます。第

３種農地は転用許可対象となります。 

 

[議長] 

 ただいま説明が終わりましたが、御意見、御質問はございませんか。 
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 それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

 ４番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 ４番  農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

         田  ７．９５㎡ 

 所有権移転です。 

     譲渡人    ○○○○ 

     譲受人    ○○○○ 

 転用目的は、駐車場です。 

 担当代理の坂本会長より御説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

 はい。８番。説明いたします。○○○○さんから○○○○さんへの所有権移

転です。 

 ５２ページを御覧ください。３番の案件の田を挟んだ北側の三角の赤い印が

してある、７．９５㎡です。ここは、○○の職員駐車場として現在使われてお

りますが、今回、隣地境界測量の結果、申請地部分が越境していることが判明

し、ここに申請に及んだということです。申請地は現状のまま使用するとのこ

とで、周囲に影響がなく、また、始末書も提出されております。以上です。 

 

 事務局から補足することがありましたらお願いします。 

 

[事務局] 

 はい。申請地は、都市計画用途区域、第二種中高層住居専用地域に用途地域

が定められた地区にある農地であることから、第３種農地と判断されます。第

３種農地は転用許可対象となります。 
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[議長] 

 ただいま説明が終わりましたが、御意見、御質問はございませんか。 

 それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

 ５番の１番、５番の２番の案件につきましては、取り下げの申し出がありま

したので審議はいたしません。 

 

日程番号８、議案第２２号「非農地証明交付申請の承認について」を議題と

します。 

１番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 ６１ページをお開きください。 

 議案第２２号「非農地証明交付申請の承認について」です。 

 １番  農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番 

         畑  １，４２４㎡ 

     所有者    ○○○○ ほか１名 

 非農地の事由は、１０年以上耕作放棄され、かつ将来的にも農地として使用

することが困難な土地であるためです。 

 担当代理の宇治橋委員より御説明をお願いいたします。 

 

[議長] 

 はい。５番。 

 

[５番] 

 はい。５番。説明いたします。持ち主は○○○○さんです。申請地は、○○

になります。この町から駅通りを行きますと、○○がございます。そこの信号

がありますが、そこを５０ｍくらい行ったところから、左へ入って行ったとこ

ろで、右側、本道から５０ｍくらい入ったところで右側の敷地となります。周
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りは住宅街で、１０年前ほどから放棄され、６５ページを見てもらうと、分か

るかなと思うんですが、この鬱そうとした竹、ものすごい大きな竹が生えてい

て、この周りは住宅なんですけど、とてもこれを農地に復元するということは、

とても困難だと判断しました。よって、ここは市街地でもあり、非農地として

もいいのではないかと思っております。以上。 

 

[議長] 

 事務局及び担当推進委員の説明が終わりましたが、御意見、御質問はござい

ませんか。 

 それでは質問もないようですので、採決いたします。本件原案のとおり承認

することに賛成委員の起立を求めます。 

起立全員と認めます。よって本件は、原案のとおり承認と決定いたしました。 

 

 次に日程番号９、議案第２３号「農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用

集積計画の決定について」を議題とします。 

 利用権設定です。 

 １番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

はい。 

１番  農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

     田 ８４８㎡ ほか４筆 

利用権を設定する者    ○○○○ 

利用権の設定を受ける者  公益社団法人 宮崎県農業振興公社 

 担当の松井推進委員より御説明をお願いします。 

 

 [議長] 

 はい、推進委員１番。 

 

 [推進委員１番] 

はい。１番、説明します。申請人○○○○さんと農業振興公社との利用権設
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定の新規案件です。場所は○○線を上がりまして、町境を左に行って○○の○

○に向かった左方面、西側の農地です。現在は、甘藷の植え付け準備がされて

いました。期間は５年、賃貸料は○○○○円です。以上です。 

 

[議長] 

 はい。２番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

はい。 

２番  農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

     畑 ８８１㎡ ほか２筆 

利用権を設定する者    ○○○○ 

利用権の設定を受ける者  公益社団法人 宮崎県農業振興公社 

 担当の松井推進委員より御説明をお願いします。 

 

[議長] 

 はい、推進委員１番。 

 

 [推進委員１番] 

はい。１番。説明します。先ほどの案件と同じように、○○○○さんと農業

振興公社との間の利用権設定の新規案件です。場所は、先ほど説明した場所と

ほぼ同じような場所にありまして、期間は５年、賃料は○○○○円です。 

 

[議長] 

 はい。３番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 はい。３番  農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

              畑 ２，２８４㎡ ほか１筆 

     利用権を設定する者   ○○○○ 

     利用権の設定を受ける者 公益社団法人 宮崎県農業振興公社 
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 担当の松井推進委員より御説明をお願いします。 

 

[議長] 

 推進委員１番。 

 

[推進委員１番] 

 １番。説明します。先ほど前件の２件の案件と同じく、○○○○さんと振興

公社との間の利用権設定の新規案件です。以前は、相対で契約なさっていたそ

うですが、今回振興公社を通した利用権設定を行うそうです。期間は５年、賃

料は○○○○円です。以上です。 

 

[議長] 

 はい、４番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 はい。４番 農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番 

             畑 ５，４１３㎡ 

      利用権を設定する者    ○○○○ 

      利用権の設定を受ける者  公益社団法人 宮崎県農業振興公社 

 担当の木浦推進委員より御説明をお願いします。 

 

[議長] 

 推進委員６番。 

 

[推進委員６番] 

 はい、６番説明します。この案件は、以前、去年だったかな、○○の○○か

らちょっと入ったところの○○○○さんの畑なんですけど、○○○○さんが借

りて作ってると言ってたんですが、今度、社団法人を利用して新規の契約をし

たいということで、５年で契約をされるということで、賃料は○○○○円です。 

 

[議長] 
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 はい。５番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 はい、５番 農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

             畑 ２，８５０㎡  ほか３筆 

      利用権を設定する者    ○○○○ 

      利用権の設定を受ける者  公益社団法人 宮崎県農業振興公社 

 担当の木浦推進委員より御説明をお願いします。 

 

[議長] 

 推進委員６番。 

 

[推進委員６番] 

 はい、説明します。この案件は、○○の公民館の南側と、道を挟んだ西側の

南側です。それで、それも見に行ったんですけど、きれいにロータリーがかけ

てありました。○○○○さんが借りるということで、それを社団法人を利用し

た、新規の契約をしたいということで、５年で、ここに書いてあるとおり、賃

料は○○○○円です。お願いします。 

 

[議長] 

 はい。６番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 はい、６番 農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

             畑 １，９３０㎡ ほか１筆 

      利用権を設定する者    ○○○○ 

      利用権の設定を受ける者  公益社団法人 宮崎県農業振興公社 

 担当の木浦推進委員より御説明をお願いします。 

 

[議長] 

 推進委員６番。 
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[推進委員６番] 

 はい。説明します。これもさっきの○○○○さんの畑の道路を挟んだ西側に

なるんですけど、これも岩のところはまだ草がちょっと生えてて、○○○○さ

んが借りて作るということで、社団法人を通じて、この畑はちょっと、あまり

額が良くないかなんかで、無償でいいていうことで、○○○○君が借りるそう

です。お願いします。 

 

[議長] 

 ７番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 はい。７番 農地の所在  大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

              畑 ９４６㎡ ほか１筆 

      利用権を設定する者    ○○○○ 

      利用権の設定を受ける者  公益社団法人 宮崎県農業振興公社 

 担当の永友祥一推進委員より御説明をお願いします。 

 

[議長] 

 推進委員２番。 

 

[推進委員２番] 

 はい。２番、永友です。説明します。○○○○さんと県農業振興公社との新

規の利用権設定です。今までも強化法で貸借されていましたが、期限が切れた

ままになっていまして、今回県農業振興公社を利用しての契約となります。申

請地は○○公民館の西、約３００ｍのところにある、○○の下の畑で、現在は

何も作付されてませんでした。期間は５年、賃借料は１０a当り○○○○円です。

以上です。 

 

[議長] 

 ８番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 



 

20 

 

 

[事務局] 

 はい、８番 農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番＊ 

             田 ２７４㎡ ほか１筆 

      利用権を設定する者   ○○○○ 

      利用権の設定を受ける者 公益社団法人 宮崎県農業振興公社 

 なお、本件は未相続農地ですが、利用権の設定にあたっては、相続人の過半

の同意を得ていることを申し添えます。 

 それでは、担当の宮越推進委員より御説明をお願いします。 

 

[議長] 

 推進委員７番。 

 

[推進委員７番] 

 はい、７番。説明します。○○○○さんと公益社団法人宮崎県農業振興公社

との利用権貸借です。この件は２月の総会で、○○における、人・農地プラン

で耕作者が定まらず、保留となっていた分でございます。今回、耕作者が決ま

り、今日の案件となりました。申請地は、○○公民館から東へ４００ｍほど行

き、左へ１０ｍほど行き、また右に農道があり、そこを１００ｍほど行ったと

ころに一旦間を挟んだ両サイドに申請地がございます。現状は、雑草が生えて

管理されていませんが、今後は耕作出来るように管理していくということでし

た。期間は４年１０か月で、賃借料はありません。なお、期間については、５

年なんですけども、地域での取り組みを合わせるために４年１０か月になりま

した。以上です。 

 

[議長] 

 はい、９番の案件について、事務局より議案の説明をお願いします。 

 

[事務局] 

 はい、９番 農地の所在 大字○○字○○＊＊＊＊番 

             畑 ２，５０７㎡ 
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       利用権を設定する者   ○○○○ 

       利用権の設定を受ける者 公益社団法人 宮崎県農業振興公社 

 本件につきましても、未相続農地です。相続人の過半の同意を得ていること

を申し添えます。 

 それでは、担当の山口推進委員より御説明をお願いします。 

 

[議長] 

 推進委員３番。 

 

[推進委員３番] 

 ３番。山口説明します。○○のすぐ近くの畑で、甘藷を作付けする予定にな

っているようです。あの畑は今は耕作してないんですけども、ちゃんと耕運は

してあります。あと一ついいですか。 

 

[議長] 

 はい。 

 

[推進委員３番] 

これ聞いてて、すごい不自然にみんな思わないですかね。これ説明している

○○○○さんから利用権設定で公益社団法人について、だれに貸したかという

のをまだ言わなくちゃいけないと思うんです。情報共用せないかんから。木浦

さんひとつ例えば、これは○○○○さんが耕作する継続して、だからなんでこ

れ、だれが貸したのは分かるけど、借り手の情報をまったく言わないというの

は、なんか意味があるんですか。 

 

[事務局] 

現状での御説明になるんですけれど、以前、一回お諮りしたと思うんですけ

ど、農地中間の案件が増えてまいりまして、説明を所有者から振興公社に貸す、

ここの部分がいわゆる強化法を使った、貸借の部分になります。振興公社が耕

作者に貸す、これは農地中間の推進に関する法律というもので、されている部

分になりまして、農業委員会の総会にはかからない部分になります。耕作者の
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ことを、情報共有ということで、しておくことの意義もよく分かるところなん

ですが、すべて委員さんが、説明をしていると、ちょっと時間を取り過ぎてし

まうのではないかという考えから、耕作者の説明は割愛してくださいというふ

うに一時期からお願いしているところではあります。ですが、今日の山口推進

委員の提案を持って、今後は、やはり耕作者の情報についても、皆さんで共有

すべきだ、した方がいいのではないかっていう皆さんの総意があれば、今後は、

耕作者についても、説明をいただくというふうに切り替えるということも一案

だと思います。 

  事務局からは以上です。 

 

 [議長] 

 あの今、山口推進委員からの指摘と、事務局から説明がありましたけども、

農地中間管理としては、振興公社への貸出しですけど、相手方へが、どこに貸

されたかというのが、やはり知りたいという意見もあるかと思いますので、こ

こで皆さんに、決をとりたいと思うんですけども、やはり、振興公社からどこ

に借りたかという情報だけをあげたほうがいいと思われる方の。 

 

[５番] 

 ちょっといいですか。 

 

[議長] 

 はい。 

 

[５番] 

 前、農業委員がしよったっですよ。これを。あの時はやっぱ言いよったとで

すよ。相手方を。誰が中間事業を使って、だれさんが作って借りますというこ

とを、それは私も必要かなと、情報としては思います。 

 

[議長] 

 皆さんが共有するという形で。 

３番。 
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[３番] 

 今、宇治橋委員からも言われたんですが、簡単に、今後は、○○さんが耕作

されます。その一言で十分足りるかなと思いますが、そういったことでどんな

ですか。 

 

[議長] 

 今、森・宇治橋委員からも言われましたけども、振興公社を通して、貸し出

すということですので、一応簡単に相手方だれかというだけを説明するだけで、

皆さんどうでしょうか。意義ございませんか。それでは、振興公社からどこに

だれが借りたかっていうことだけを一言、はいどうぞ。 

 

[７番] 

 借りた人が本人の場合はどうなるんですか。私が借りた時には退席しなかっ

たんですけど、ただ名前が出てこんと言うことで、退席はなかったのかなと思

うんですけど。 

 

[議長] 

 今、松崎委員から指摘がありましたけど、本人から本人に貸し出すていう中

間もあります。その時は退席になります。ただ、今回は公益社団法人と契約し

て、あと公益社団法人はあと借り手との契約になるんですけども、みなさんど

うでしょうか。やはりあの退席はみなさんの考えでこの場合は。ただ振興公社

から借りてというのは、農業委員会には当たらないと思うんですけども。 

 

[３番] 

 退席はしなくていいんじゃないか？と思いますが。利用権だけだから。 

  

[２番] 

 例えば、みんなが中間管理機構に貸してみんながそれぞれも借りたら、みん

なが退席しないといけなくなりますよ。そういうのを省くためにも退席しない

でいいというのはどうでしょうか。 
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[議長] 

 今、幸妻委員が言われましたけど、幸妻委員の意見に賛成というか、その方

向でいったらということで意義はないでしょうか。 

 整理します。農地中間をかけた案件について、本人から本人に中間管理に貸

す場合には退席です。現状今までどおりで、公益社団法人から本人に貸す場合

は、退席はしないということで。そういう方向で行きたいと思うんですけど、

よろしいでしょうか。 

 

 農業委員の同意あり。 

 

そういうふうにこれからやっていきたいと思います。 

 

 事務局及び担当推進委員の説明が終わりました。 

御意見、御質問はございませんか。 

それでは、質問もないようですので、採決いたします。 

  

１番の案件について本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求め

ます。               

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。     

                            

２番の案件について本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求め

ます。               

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。      

                            

３番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。      

                            

４番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 
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挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。      

                            

５番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。      

                            

６番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。      

                            

７番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。 

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定いたしました。      

                            

８番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。               

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定しました。      

                            

９番の案件について、本件原案のとおり決定することに賛成委員の挙手を求

めます。               

挙手全員と認めます。よって本件は、原案のとおり決定しました。      

                            

 以上で、本日の議案の審議、すべてを終わりました。 

 これをもちまして、令和２年第４回高鍋町農業委員会総会を閉会いたします。 

どうも御苦労様でした。 

                          (閉会１４時５５分) 

 


